
道
路
も
四
通
八
達
。
周
辺
地
域
を
通
る
国
道
１
号
、

京
滋
バ
イ
パ
ス
、
第
二
京
阪
道
路
な
ど
の
幹
線
道
路

と
も
連
結
し
て
い
る
。
そ
こ
に
東
京
・
名
古
屋
・
大

阪
と
直
結
す
る
新
名
神
高
速
道
路
が
開
通
す
れ
ば
、

さ
ら
な
る
ま
ち
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
15
年
、
新
名
神
高
速
道
路
の
計

画
が
凍
結
と
な
る
。

　
「
京
滋
バ
イ
パ
ス
や
第
二
京
阪
道
路
な
ど
と
新
名

神
高
速
道
路
が
、
区
間
的
に
並
行
・
重
複
す
る
形
に

な
る
た
め
、
交
通
需
要
が
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
採
算
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
理
由
で

し
た
」（
橋
本
市
長
）

　

し
か
し
、
凍
結
さ
れ
て
い
た
間
に
事
情
が
次
第
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
。
最
大
の
要
因
は
平
成
22
年
、
城

陽
市
の
周
辺
を
走
る
京
滋
バ
イ
パ
ス
と
大
阪
方
面
を

結
ぶ
第
二
京
阪
道
路
が
つ
な
が
り
、
交
通
量
が
飛
躍

的
に
増
加
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
従
来
の

名
神
高
速
道
路
と
京
滋
バ
イ
パ
ス
が
合
流
す
る
瀬
田

東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
の
交
通
渋
滞
が
常
態
化
し
た
。
連
鎖

反
応
的
に
京
滋
バ
イ
パ
ス
に
も
影
響
が
及
び
、
特
に

宇
治
ト
ン
ネ
ル
付
近
で
渋
滞
が
慢
性
化
す
る
に
至
っ

た
。
近
畿
〜
中
部
を
行
き
来
す
る
車
両
が
当
該
地
点

に
集
中
し
た
の
だ
。

　

城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
Ｃ
を
含
む
区
間
の
新
名
神
高
速

道
路
の
工
事
凍
結
が
解
除
さ
れ
た
最
大
の
意
図
も
、

そ
れ
ら
の
激
増
し
た
車
両
を
名
神
・
新
名
神
に
分
散

さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
今
後
予
測

さ
れ
る
大
震
災
な
ど
の
影
響
で
、
近
畿
〜
中
部
を
結

ぶ
名
神
高
速
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
備
え
と
し

て
、
新
名
神
高
速
道
路
の
重
要
性
は
大
き
く
な
る
こ

と
必
至
と
の
意
見
が
関
係
各
方
面
で
高
ま
っ
た
こ
と

も
、
凍
結
解
除
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
耐
え
た
日
々

　

一
方
、
城
陽
市
に
と
っ
て
の
新
名
神
高
速
道
路
の

開
通
が
も
た
ら
す
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
新
市
街
地

の
形
成
に
よ
る
企
業
誘
致
と
雇
用
の
増
大
、
そ
れ
に

伴
う
税
収
増
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
主
舞
台
は

新
名
神
・
城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
Ｃ
北
側
に
隣
接
し
、
国

道
24
号
沿
い
に
広
が
る
久
世
荒
内
・
寺
田
塚
本
地
区

待
ち
に
待
っ
た 

新
名
神
高
速
道
路
の
凍
結
解
除

　

橋
本
昭
男
・
城
陽
市
長
は
今
年
１
月
１
日
発
行
の

「
広
報
じ
ょ
う
よ
う
」に『
発
展
飛
躍
の
年
』と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
巻
頭
言
を
掲
載
し
、
読
者
で
あ
る
市
民
に

向
け
、
今
年
以
降
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
抱

負
を
述
べ
た
。

　

城
陽
市
は
昨
年
、
市
制
施
行
40
周
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
た
。
従
っ
て
今
年
以
降
の
積
極
的
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
抱
負
は
、
次
の
節
目
で
あ
る
50
周
年
に
向

け
た
新
た
な
第
一
歩
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
城
陽
市
の「
発
展
飛
躍
」に
と
っ

て
不
可
欠
と
い
う
官
民
の
強
い
共
通
認
識
が
あ
り
な

が
ら
、
平
成
15
年
以
来
、
工
事
が
凍
結
さ
れ
て
い
た

新
名
神
高
速
道
路「
大
津
〜
城
陽
間
」（
25
・
1
㎞
）が
、

「
高
槻
〜
八
幡
間
」（
10
・
7
㎞
）と
と
も
に
昨
年
４
月

に
凍
結
解
除
。
平
成
35
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し

工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
平
成

28
年
度
中
に
供
用
開
始
予
定
の「
城
陽
〜
八
幡
間
」も

一
昨
年
12
月
に
着
工
。
こ
う
し
た
動
き
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
べ
き
成
果
を
祈
念
し
て
の
「
発
展
飛
躍
」

の
文
言
な
の
だ
。

　
「
新
名
神
高
速
道
路
は
構
想
が
昭
和
62
年
に
持
ち

上
が
っ
た
当
初
、
第
二
名
神
自
動
車
道
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
３
年
に
亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜

城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
Ｃ
間
の
整
備
計
画
が
で
き
、
平
成

８
年
に
は
城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
Ｃ
〜
高
槻
第
一
Ｊ
Ｃ
Ｔ

／
Ｉ
Ｃ
間
の
整
備
計
画
が
で
き
、
平
成
10
年
に
は

い
っ
た
ん
城
陽
〜
八
幡
間
の
事
業
が
着
手
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
新
名
神
高
速
道
路
の
構
想
が
第
二
名
神

自
動
車
道
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
後
は
、
そ
れ
を
軸

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
も
立
案
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
一
転
、
凍
結
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。
私
は
市
の
職
員
時
代
、
都
市
整
備
部
長
と

し
て
ま
さ
に
新
名
神
高
速
道
路
を
軸
に
推
進
す
る
都

市
整
備
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に

昨
年
の
凍
結
解
除
に
は
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
」（
橋
本
市
長
）

　

新
名
神
高
速
道
路
は
東
京
・
名

古
屋
・
大
阪
の
日
本
３
大
都
市
を
１

本
の
路
線
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
る
「
首
都
圏
・

東
海
地
方
と
京
阪
神
間
の
短
絡
化
」
や
、
名
神
高
速

道
路
随
一
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
大
垣
〜
米
原
間
の
冬

季
回
避
な
ど
の
目
的
の
下
に
計
画
さ
れ
た
構
想
だ
っ

た
。
も
と
も
と
交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
る
城
陽

市
域
に
は
、
Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
の
駅
が
６
つ
あ
り
、
国
道

24
号
、
３
０
７
号
、
京
奈
和
自
動
車
道
な
ど
の
幹
線

（京都府）

交
通
要
衝
化
と
市
民
力
向
上
で

発
展
飛
躍
す
る
「
近
畿
の
へ
そ
の
ま
ち
」

市 政 ル ポ 城
じょうよう

陽市

橋
はしもとあきお

本昭男
城陽市長

盛大に挙行された市制施行40周年記念式典（文化パルク城陽）

城陽市の金銀糸の生産量は全国約50％のシェアを誇る

近畿の名勝と謳われた青谷梅林は城陽市の誇り
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城陽市　市 政 ル ポ

（京都府）

（
約
20

ha
）
で
の
工
業
・
流
通
用
地
の
土
地
区
画
整
理

事
業
整
備
お
よ
び
、
城
陽
Ｉ
Ｃ
／
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
宇
治
田

原
Ｉ
Ｃ
間
の
新
名
神
高
速
道
沿
い
に
広
が
る
「
山
砂

利
採
取
跡
地（
約
４
２
０
ha
）」の
整
備
・
利
用
計
画
だ
。

　
「
新
名
神
高
速
道
路
の
利
点
を
最
大
限
に
生
か
し

て
、
私
た
ち
は
城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
Ｃ
の
隣
接
地
へ
工

業
流
通
ゾ
ー
ン
と
し
て
新
し
い
生
産
拠
点
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
京
都
府
下
で
も
極
端
に
法
人
市
民

税
収
入
の
少
な
い
城
陽
市
に
と
っ
て
、
市
民
の
雇
用

の
場
の
確
保
・
創
出
と
と
も
に
、
法
人
市
民
税
等
の

増
収
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
化
は
、
市
民
福
祉
の
向

上
な
ど
、
本
市
の
活
性
化
を
図
る
上
で
、
こ
れ
は
悲

願
と
も
い
っ
て
い
い
計
画
な
の
で
す
」（
橋
本
市
長
）

　

城
陽
市
に
は「
五
里
五
里
の
里
」と
い
う
愛
称
が
あ

る
。
京
都
か
ら
も
奈
良
か
ら
も
五
里
の
位
置
に
あ
る

こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
だ

が
、
そ
の
地
理
的
要
因
か
ら
交
通
の
利
便
性
が
よ
く
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

　

既
に
周
辺
で
は
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
、
第
二
京
阪
道

路
、
京
奈
和
自
動
車
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
こ
れ
に

近
接
す
る
市
と
し
て
、
阪
神
方
面
、
名
古
屋
方
面
、

京
都
北
部
方
面
、
奈
良
方
面
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

至
便
は
好
条
件
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
新
名
神
高
速
道
路
が
全
通
す
れ
ば
、
利

便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
名
古
屋
・
東
京
方
面
に

も
直
結
す
る
こ
と
と
な
る
。
企
業
の
生
産
・
物
流
の

拠
点
を
設
け
る
に
は
ま
さ
に「
近
畿
の
へ
そ
」と
し
て

最
適
の
地
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
城
陽
市
に
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代

に
掛
け
て
、
近
畿
圏
の
高
度
経
済
成
長
時
代
を
裏
か

ら
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
近

畿
圏
で
大
量
に
建
て
ら
れ
た
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
道
路

の
建
設
に
不
可
欠
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
用
の
砂
利

採
取
の
好
適
地
と
し
て
、
昭
和
35
年
以
前
は
城
陽
市

域
の
木
津
川
の
川
砂
利
が
大
量
に
採
取
さ
れ
て
い
た
。

同
35
年
以
降
は
代
わ
っ
て
、
市
域
東
部
の
丘
陸
地
帯

で
山
砂
利
の
採
取
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

木
津
川
の
川
砂
利
採
取
は
、
木
津
川
の
川
床
を
か

な
り
低
下
さ
せ
、
農
業
用
水
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

に
な
り
、
昭
和
35
年
に
採
取
禁
止
と
な
っ
た
。
そ
し

て
山
砂
利
採
取
は
、
昭
和
36
年
頃
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
面
積
は
約
４
２
０
ha
。
自
然
環

境
や
景
観
が
破
壊
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
土
砂
運
搬

車
両
に
よ
る
騒
音
、
振
動
、
埃
な
ど
に
よ
り
、
市
民

の
生
活
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て

き
た
。

　
「
山
砂
利
採
取
跡
地
に
お
い
て
は
、
城
陽
山
砂
利

採
取
地
整
備
公
社
が
主
体
と
な
っ
て
修
復
整
備
事
業

を
行
い
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
の
再
生
・
保
全
・

創
造
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
新
名
神
高
速

道
路
が
全
通
に
向
け
動
き
始
め
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
現
行
の
第
３
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
都
市
計
画

道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
の
充
実
と
と
も
に
緑
濃
い
良

好
な
住
空
間
の
創
出
を
図
り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
都

市
空
間
の
形
成
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
」（
橋
本
市
長
）

　

城
陽
市
で
は
、
平
成
19
年
に
山
砂
利
採
取
跡
地
に

お
け
る
基
盤
整
備
や
土
地
利
用
に
向
け
て
「
東
部
丘

陵
地
整
備
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
の
度
の
新

名
神
高
速
道
路
の
全
線
事
業
化
に
よ
り
、
そ
の
具
体

化
に
向
け
て
、
よ
り
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。

　

橋
本
市
長
は
市
の
都
市
整
備
部
長
の
職
に
あ
る
と

き
に
新
名
神
高
速
道
路
の
担
当
責
任
者
と
な
り
、
そ

の
後
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
計
画
凍
結
の
憂
き
目
に

遭
っ
た
。
い
つ
か
新
名
神
高
速
道
路
が
開
通
す
る
日

を
心
待
ち
に
し
つ
つ
、
不
況
下
で
減
る
一
方
の
税
収

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
現
業
職
を
中
心
と
す
る
職

員
数
の
削
減
を
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
辛
い

日
々
が
続
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
型
ご
み
以
外
の
す
べ
て
の
ご
み
収

集
の
委
託
化
、
小
中
学
校
向
け
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移

転
お
よ
び
調
理
・
運
搬
業
務
の
委
託
化
、
保
育
園
・

幼
稚
園
の
統
廃
合
な
ど
数
々
の
合
理
化
が
実
現
し

た
。
将
来
の
都
市
計
画
の
軸
と
し
て
期
待
さ
れ
た
新

名
神
高
速
道
路
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
、
厳
し

い
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
だ
。

　

新
名
神
高
速
道
路
の
本
格
的
な
建
設
は
こ
れ
か
ら

で
、
行
財
政
改
革
に
も
終
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
思
え
ば
、
橋
本
市
長
が
新
名
神

高
速
道
路
の
凍
結
解
除
を
聞
い
て
「
感
慨
無
量
」
と

な
っ
た
気
持
ち
は
、
行
政
関
係
者
で
あ
れ
ば
誰
し
も
、

痛
い
ほ
ど
に
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

城
陽
市
の
新
名
物
・
自
分
お
こ
し
事
業

　

新
名
神
高
速
道
路
開
通
を
前
提
と
す
る
都
市
計

画
・
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
近
未
来
に
向
け
て
の
話
だ
。

ま
た
ハ
ー
ド
整
備
の
範は
ん
ち
ゅ
う疇
に
入
る
話
題
だ
が
、
城
陽

市
で
は
３
年
前
か
ら
、
全
国
的
に
も
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
ソ
フ
ト
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ル
で

分
け
れ
ば
、
地
域
の
人
材
育
成
に
ま
つ
わ
る
事
業
と

い
え
る
。
そ
の
名
称
は「
城
陽
自
分
お
こ
し
事
業
」だ
。

各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
活
性
化
施
策
は
、
地

区
協
議
会
に
よ
る
地
域
の
課
題
克
服
の
た
め
の
事
業

展
開
か
ら
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
創
設
に
よ
る
知
名
度

ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
に
至
る
ま
で
多
種
多
彩
だ
。
そ
れ

ら
は「
地
域
お
こ
し
」と
い
う
言
葉
で
く
く
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、「
自
分
お
こ
し
」
と
い
う
の
は
あ
ま
り

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

　
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
も
っ
と
元
気
を
出
し

て
い
た
だ
け
て
、
し
か
も
、
お
金
が
あ
ま
り
掛
か
ら

ず
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
ソ
フ

ト
事
業
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
」
と
常
々
考
え

て
い
た
橋
本
市
長
は
、
あ
る
日
、
城
陽
市
出
身
の
書

家
・
俵
越
山
さ
ん
（
数
年
前
ま
で
は
越
前
屋
俵
太
の

芸
名
で
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
舞
台
に
活
躍
。
現

在
は
書
家
、
大
学
准
教
授
な
ど
多
彩
な
活
動
で
知
ら

れ
る
）
の
表
敬
訪
問
を
受
け
、
城
陽
市
の
こ
れ
か
ら

を
腹
蔵
な
く
語
り
合
っ
た
。

　

城
陽
自
分
お
こ
し
事
業
の
構
想
は
、
そ
れ
を
契
機

に
生
ま
れ
た
。
自
分
お
こ
し
と
は
文
字
通
り
、
市
民

が
自
分
を
活
性
化
す
る
た
め
の
目
標
を
立
て
て
宣
言

し
て
も
ら
い
、
行
政
は
そ
の
実
現
を
「
お
勧
め
」
し
、

後
押
し
を
す
る
、
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
種
と
い

え
る
。
同
事
業
を
管
轄
す
る
市
民
活
動
支
援
課
自
分

お
こ
し
推
進
係
が
掲
げ
る
事
例
を
借
り
て
説
明
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

例
え
ば
40
代
の
主
婦
が
『
家
族
に
こ
れ
ま
で
よ
り

お
い
し
い
料
理
を
食
べ
さ
せ
、
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
』

と
思
っ
た
ら
、
自
分
お
こ
し
宣
言
を
し
て
も
ら
う
。

主
婦
は
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
、

例
え
ば
図
書
館
で
料
理
本
を
借
り
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
料
理
教
室
に
行
っ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
に
行
動
す
る
。
つ
い
に
は
地
域
の
農
家
に
野
菜
を

直
接
買
い
に
行
く
な
ど
し
て
、
家
族
の
た
め
に
懸
命

に
料
理
を
作
る
。
お
母
さ
ん
の
そ
う
し
た
努
力
が
家

族
の
共
感
と
喜
び
を
得
て
、
家
庭
に
は
笑
顔
や
会
話

の
絶
え
な
い
日
々
が
続
く
。
家
族
の
喜
ぶ
顔
を
見
た

く
て
始
め
た
主
婦
の
行
動
は
、
実
現
さ
れ
た
こ
と
で

本
人
の
自
信
に
も
な
る
。
そ
し
て
行
動
を
起
こ
し
た 新名神高速道路の建設現場（遺跡調査）

Ｊリーグ京都サンガF.C.の練習場、サンガタウン城陽

久世神社の本殿は国指定重要文化財
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城陽市　市 政 ル ポ

（京都府）

市
民
に
芽
生
え
る 

新
た
な
郷
土
づ
く
り
へ
の
思
い

　

市
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和
47
年
度
の
時
点
で
約

４
万
４
０
０
０
人
だ
っ
た
城
陽
市
の
人
口
は
、
京
都
・

奈
良
・
大
阪
の
通
勤
圏
と
し
て
の
交
通
至
便
さ
な
ど

が
要
因
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
７
年
度
に
は
約

８
万
５
０
０
０
人
に
ま
で
急
増
し
た
。
そ
の
後
、
少

し
ず
つ
減
少
し
て
現
在
は
約
７
万
９
０
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
制
施
行
時
の
倍
近
く
に
増
え
て

い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

そ
し
て
今
、
通
勤
圏
と
し
て
の
便
利
さ
に
引
か
れ

て
城
陽
市
に
移
り
住
ん
だ
人
た
ち
が
定
年
退
職
し
、

続
々
と「
昼
間
人
口
」の
仲
間
入
り
を
し
て
い
る
。
自

分
お
こ
し
を
実
施
す
る
人
々
は
老
若
男
女
を
問
わ
な

い
が
、
主
力
は
そ
う
し
た
中
高
年
お
よ
び
高
齢
者
世

代
だ
。
こ
れ
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
戦
後
、
急
激

に
人
口
を
増
や
し
た
ま
ち
に
共
通
す
る
現
象
と
い
え

る
が
、
地
域
に
も
と
も
と
の
根
を
持
た
ず
に
長
年
暮

ら
し
て
き
た
住
民
が
定
年
後
に
昼
間
人
口
の
仲
間
入

り
を
す
る
と
、
新
た
な
郷
土
愛
を
模
索
し
、
行
動
を

開
始
す
る
傾
向
が
あ
る
。
自
分
お
こ
し
事
業
は
そ
う

い
う
意
味
で
、
地
域
愛
に
目
覚
め
た
人
々
の
発
掘
作

業
で
あ
り
、「
地
域
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
資
す
る
人
材
の
育
成
事
業
」（
橋
本
市
長
）
で
も

あ
る
と
い
え
る
。

　

城
陽
市
で
は
既
に
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
、
平
成

14
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
市
民
参
加
型
の
観
光
協

会
」
の
存
在
が
あ
る
。
行
政
主
導
で
は
な
く
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
観
光
振
興

を
進
め
、
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る「
光
の
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
」（
毎
年
12
月
開
催
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
）
は
、
今
で
は
約
３
週
間
の
会
期
中
に
20
万
人

も
の
観
光
客
を
集
め
る
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
準
備

や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
製
作
に
も
多
く
の
市
民
が
参

加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
観
光
協
会
の
活
動
は
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
、
各
地
へ
出
向
い

て
の
観
光
研
修
事
業
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
愛
を
基
盤
に
自
発
的
な
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
制
41
年
目
の
今
年
、
城
陽
市
の
悲
願
だ
っ
た
新

名
神
高
速
道
路
を
軸
と
す
る
都
市
整
備
計
画
が
い
よ

い
よ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
し
か
し
空
白
期
間

が
長
か
っ
た
分
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
成
長
し

て
き
た
城
陽
市
に
新
た
な
故
郷
と
し
て
の
愛
着
を
持

つ
、
数
多
く
の
市
民
の
熟
成
も
そ
の
間
に
得
ら
れ
た

と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
城
陽
市
に
お
け
る
新
た
な

都
市
整
備
計
画
は
、
か
つ
て
各
地
で
よ
く
見
ら
れ
た

よ
う
な
一
律
的
か
つ
無
機
的
な
開
発
で
な
く
、
市
民

の
幸
福
と
地
域
の
成
長
へ
の
願
い
が
無
理
な
く
織
り

込
ま
れ
た
、
花
も
実
も
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
結
実
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

主
婦
や
家
族
が
幸
福
感
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
、
そ
ん

な
生
活
の
基
盤
で
あ
る
地
域
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な

り
、
地
域
へ
の
関
心
も
深
ま
っ
て
い
く

│
│
。

　
「
こ
の
『
城
陽
自
分
お
こ
し
事
業
』
を
議
会
で
説
明

し
た
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
取
り
組
み
だ

け
に
、
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
一
言
で

は
説
明
し
に
く
い
。
効
果
も
明
快
で
は
な
い
。
そ
ん

な
事
業
な
の
で
、
確
か
に
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
私
に
は
、
市
民
の
真
の
底

力
や
地
域
愛
と
い
う
の
は
、
市
民
一
人
一
人
の
自
己

実
現
の
経
験
を
通
し
て
醸
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
持
論
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の

事
業
は
、
ど
こ
に
も
な
い
面
白
い
企
画
だ
と
思
う
の

で
す
」（
橋
本
市
長
）

　

同
事
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
平
成
22
年
度
。
俵
越

山
さ
ん
の
協
力
の
下
に
、
こ
れ
ま
で
街
頭
で
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
「
ジ
ブ
ン
オ
コ
シ
新
聞
」
の
定
期
発
行
、

市
民
の
自
分
お
こ
し
発
表
会
、
勉
強
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
な
ど
を
通
じ
て
徐
々
に
市
民
に
浸
透

し
つ
つ
あ
る
。
個
人
的
な
趣
味
の
域
に
と
ど
ま
る

テ
ー
マ
も
少
な
く
な
い
が
、
地
域
愛
を
テ
ー
マ
に
し

た
紙
芝
居
の
制
作
・
発
表
を
す
る
人
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
復
興
活
動
を
通
し
て「
自
分
お
こ
し
」を

図
る
人
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
づ
く
り
に
奔
走
す

る
人
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を
自
主
的
に
始

め
た
人
な
ど
、
市
民
個
々
に
よ
る「
自
分
お
こ
し
」の

方
法
は
実
に
多
彩
だ
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
共
通
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
地
域
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
い
う

「
地
域
愛
」で
あ
る
。

　

橋
本
市
長
は
「
こ
う
い
う
自
発
的
な
行
動
を
通
じ

て
、
や
が
て
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
参
加
す
る
人
や
、

地
域
の
人
々
な
ど
の
中
か
ら
同
じ
志
向
の
活
動
を
す

る
人
の
環
が
で
き
て
い
け
ば
、
今
度
は
そ
れ
を
地
域

ぐ
る
み
の
活
性
化
事
業
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

語
る
。
そ
う
し
た
地
域
愛
に
根
差
し
た
自
然
発
生
的

な
サ
ー
ク
ル
が
ま
ち
中
に
広
ま
れ
ば
、
例
え
ば
地
区

協
議
会
な
ど
の
組
織
立
っ
た
活
動
と
は
ま
た
違
う
視

点
か
ら
の
地
域
振
興
の
芽
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

志
を
同
じ
く
す
る
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
域

の
人
材
育
成
の
揺
り
か
ご
に
な
る
こ
と
は
、
全
国
各

地
の
事
例
が
実
際
に
証
明
し
て
い
る
。

京都・奈良の間をゆるやかに続く山背古道
ＪＲ城陽駅前「ショップ五里五里の里」には城陽市の特産品販売所とともに観光協会
も併設

市民のアイデアで始まった「光のページェント」（12月、総合運動公園）は20万人もの観光客を集める 書家・俵越山さんによる墨痕鮮やかな「自分おこし」の書（文化パルク城陽）と「自分おこし発表会」
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